
❶ ※「鳥栖市議会だより」は１００％再生紙を使用しています。
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一般質問に一問一答方式を新たに導入一般質問に一問一答方式を新たに導入

１５人が質問１５人が質問

ー子どもたちを守ろうー

今日は一斉下校の日、みんな一緒になって帰ります。
市民一体となって子どもたちを事件や事故から守りましょう。
今日は一斉下校の日、みんな一緒になって帰ります。
市民一体となって子どもたちを事件や事故から守りましょう。

安心安全のまちづくりを目指して安心安全のまちづくりを目指して



1億2683万5千円を補正一般
会計

６

月

定

例

会

６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
６
月
２１
日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
１６
件
、

議
員
提
出
議
案
４
件
の
審
議
等
の
ほ
か
、
１５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

❷

一般質問に一問一答方式を新たに導入

1億2683万5千円を補正
市議会だより 第１２８号　平成１８年８月１日

一
般
会
計

補
正
予
算

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
企
業
立
地
奨
励
金
に
質
疑

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式
を
新
た
に
導
入

二
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置 本会議場に設置された質問席本会議場に設置された質問席

一般
会計

　
６
月
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
に
新
し
く
一
問
一
答
方
式
を
導

�

入
し
、
執
行
部
と
対
面
す
る
形
の
質
問
席
を
設
置
し
て
、
活
発
な

�

論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

　
議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
３
件
の
ほ
か
、
「
第
　
回
オ
リ
ン

�

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
福
岡
招
致
に
関
す
る
決
議
（
案
）
」
が
提
出

�

さ
れ
ま
し
た
。

31

　
鳥
栖
市
議
会
で
は
、
６
月
定
例
会

の
一
般
質
問
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
総

括
質
問
方
式
に
加
え
、
新
た
に
一
問

一
答
方
式
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

�

　
こ
れ
ま
で
の
総
括
質
問
方
式
は
、

議
員
が
い
く
つ
か
の
項
目
を
ま
と
め

て
質
問
し
、
市
長
以
下
複
数
の
答
弁

者
が
答
弁
す
る
も
の
で
し
た
が
、
一

問
一
答
方
式
で
は
、
一
つ
の
質
問
項

目
ご
と
に
答
弁
が
行
わ
れ
ま
す
。

�

　
ま
た
今
回
か
ら
、
質
問
、
答
弁
の

合
計
で
　
分
程
度
と
制
限
時
間
を

　
６
月
定
例
会
で
は
、
議
会
と
し
て

鳥
栖
駅
、
新
鳥
栖
駅
周
辺
の
整
備
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
　
人
の
委
員

で
構
成
す
る
鳥
栖
駅
・
新
鳥
栖
駅
周

辺
整
備
調
査
特
別
委
員
会
及
び
子
育

て
支
援
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
委
員
会
の
委
員

は
、
４
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
。

６月定例会　会期１７日間－本会議６日[議案審議３日､一般質問３日]　常任委員会－総務・文教厚生３日、建設・経済２日　議会運営委員会３日　付議事件
�２４件－市長提出１６件､議員提出４件、その他４件　議決結果－可決１４件､否決１件、同意１件､承認４件、選任２件、継続審査２件　傍聴－３６人

が
、
普
及
さ
せ
れ
ば
早
期
の
救
命
活

動
が
可
能
と
な
り
、
救
命
率
向
上
に

つ
な
が
る
。
設
置
予
定
施
設
の
職
員

に
講
習
を
行
い
、
市
民
へ
の
講
習
会

も
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ら
の
結

果
を
検
証
し
て
今
後
の
導
入
を
考
え

た
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
ま
た
、
企
業
立
地
奨
励
金
に
関
し
、

企
業
へ
の
地
元
雇
用
の
確
保
、
拡
大

の
働
き
か
け
に
つ
い
て
の
質
疑
に
は
、

「
市
内
居
住
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

１
人
で
も
多
く
の
方
の
雇
用
を
お
願

い
し
て
き
た
が
、
企
業
に
よ
り
か
な

り
の
差
が
出
て
き
て
い
る
。
長
期
的

に
展
望
す
れ
ば
市
内
居
住
者
の
比
率

は
向
上
す
る
と
考
え
る
が
、
今
後
も

重
点
的
に
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
、

市
内
居
住
者
の
雇
用
拡
大
に
努
め
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
こ
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
３
ペ
ー
ジ
及
び
４
ペ
ー
ジ

を
御
覧
下
さ
い
。

り
さ
ら
に
充
実
し
、
活
発
な
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。

�

　
な
お
、
こ
の
「
と
す
市
議
会
だ
よ

り
」
の
一
般
質
問
の
記
事
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
質
問
と
答
弁
の
要

点
の
み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
議
会
で
提
案
さ
れ
た
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
市

内
小
中
学
校
な
ど
主
要
公
共
施
設

箇
所
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
す
る
経
費
を
初

め
、
企
業
立
地
奨
励
金
、
中
学
校
給

食
パ
ン
ト
リ
ー
増
築
工
事
費
等
の
、

合
計
１
億
２
６
８
３
万
５
千
円
が
補

正
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

　
本
会
議
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
至

る
経
緯
、
使
用
頻
度
見
込
み
と
効
果
、

使
用
に
関
し
て
の
講
習
、
今
後
の
導

入
計
画
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
「
県

で
は
安
心
安
全
な
社
会
の
実
現
を
目

指
す
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の

取
り
組
み
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備
を
位
置
付

け
、
県
有
施
設
に
　
年
度
中
に
整
備

を
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本

市
も
県
に
準
じ
　
箇
所
を
選
定
し
、

県
内
統
一
共
同
購
入
を
行
う
。
効
果

に
つ
い
て
の
予
測
は
非
常
に
難
し
い 18

18

22

22

設
け
、
一
問
一
答
方
式
の
場
合
は
質

問
回
数
を
制
限
し
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
（
総
括
質
問
方
式
は
従
来
ど

お
り
質
問
３
回
ま
で
）。あ
わ
せ
て
専

用
の
質
問
席
を
設
置
し
、
執
行
部
と

向
き
合
う
形
で
質
問
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

�

　
今
議
会
で
は
、
　
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
そ
の
う
ち
９
人
の

議
員
が
一
問
一
答
方
式
に
よ
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
質
問

方
式
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
よ

15

60

12



❸

【主な事業と予算額】

※
６
月
定
例
会
の
付
議
事
件
と
議
決
結
果

承
　
　
認（
賛
成
多
数
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

同
　
　
意（
全
会
一
致
）

承
　
　
認（
全
会
一
致
）

継
続
審
査（
全
会
一
致
）

選
　
　
任（
全
会
一
致
）

選
　
　
任（
全
会
一
致
）

継
続
審
査（
全
会
一
致
）

否
　
　
決（
賛
成
少
数
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

�

市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

﹇
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
等
の
改
正
に
準
じ
規
定
を
改
正
﹈

�

市
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

﹇
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を
規
定
﹈

�

休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
改
正

﹇
健
康
保
険
法
等
に
基
づ
く
算
定
方
法
等
の
改
正
に
伴
う
条
文
の
整
備
﹈

�

中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
条
例
の
一
部
改
正

﹇
中
小
企
業
の
資
金
調
達
と
小
口
資
金
融
資
制
度
の
利
用
促
進
﹈

�

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
奨
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

﹇
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
の
改
正
に
伴
う
報
償
金
の
改
正
﹈

�

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
共
同
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

﹇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
審
査
会
の
設
置
﹈

�

建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

﹇
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
委
託
協
定
の
締
結
﹈

市
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

﹇
団
体
営
用
排
水
施
設
整
備
事
業（
藤
木
地
区
）﹈

市
税
条
例
の
一
部
改
正﹇
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
﹈

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て﹇
仁
田
利
勝
氏（
古
賀
町
）﹈

鳥
栖
駅
・
新
鳥
栖
駅
の
周
辺
整
備
に
関
す
る
調
査﹇
特
別
委
員
会
を
設
置
﹈

子
育
て
支
援
に
関
す
る
調
査﹇
特
別
委
員
会
を
設
置
﹈

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
策
」
に
関
わ
る
意
見
書
（
案
）

ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

�

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

﹇
吉
野
ヶ
里
町
発
足
に
伴
う
組
合
規
約
の
変
更
﹈

市　長　提　出　議　案議員提出議案その他

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

市議会だより 第１２８号　平成１８年８月１日

■マンション等耐震性確認費用補助金　　　　　　　　　　　　　　　　 35万円
�　マンション等の所有者等が国、県の補助を受けて建物の耐震性を確認する
　費用の一部を補助

�■鳥栖・三養基地区障害程度区分認定審査会事業　　　　　　　   　762万3千円

�　鳥栖市と三養基郡各町が共同して障害程度区分認定審査会を設置し審査及
　び判定を行う

�■自動体外式除細動器（ＡＥＤ）購入費　　　　　　　　　　　　　  　770万円
�　心肺停止となった人の救命率の向上を図るため、市内の小中学校、市庁舎、
　市民文化会館、鳥栖スタジアムなど２２施設にＡＥＤを設置

�■企業立地奨励金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  6,038万6千円
�　㈱東洋新薬、㈱ポオトデリカトオカツ、チェルシージャパン㈱、㈱神明、
　㈱データプラス、エスユウエス㈱に対する企業立地奨励金

�■井戸掘削工事費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1,394万7千円
�　とりごえ荘、やまびこ山荘の新たな井戸の調査費及び掘削工事費

�■中学校給食パントリー増築等工事費　　　　　　　　　　　　　　  3,500万円
�　平成１９年度からの選択制弁当方式実施に伴い、給食の荷受口となるパン
　トリーの増築工事

�■スクールアドバイザー講師謝金　　　　　　　　　　　　　　　　  △490万円
�　スクールアドバイザーが基里中学校１校の配置となり、他の３校はスクー
　ルカウンセラーとなったことに伴う減額補正

�■少年少女派遣研修事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　     33万円
�　第２４回鳥栖やまびこ対馬研修団に対する補助金

�■コミュニティ助成補助金（村田浮立）　　　　　　　　　　　　　　  250万円

�■地域再生等担い手育成支援事業貸付金　　　　　　　　　　　　　　  250万円
�　勝尾城筑紫氏遺跡など市内の文化財の遺跡見学会、発掘調査成果展、歴史
　文化講座等を通じて地域再生の担い手を育成する事業に対する貸付金

鳥栖・三養基地区障害程度区分認定審査会事業　障害者自立支援法の施行に伴い、市町村が障害福祉サービスの種類や量などを決定するための判断材料のひとつ
�として「障害程度区分」が設けられたが、その判定を中立・公正に行うため、障害程度区分認定審査会を設置し、審査及び判定を行うもの。

1億2683万5千円

190億1776万5千円
既決予算との合計

補　正　額

【主な歳入】
市　税… 1億2000万円 諸収入… ５0０万円

当初予算

補正予算（６月）

188億9093万円

1億2683万5千円

平成１8年度

一般会計補正予算
平成１8年度

一般会計補正予算
�

平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

18

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て﹇
平
成
　
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）﹈

18

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
３
件
）

﹇
市
税
条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
・
平
成
　
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）﹈

18

第
　
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
福
岡
招
致
に
関
す
る
議
決
（
案
）

﹇
可
決
し
た
意
見
書
、決
議
の
要
旨
に
つ
い
て
は
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
﹈

10

31
鳥
栖
駅
・
新
鳥
栖
駅
の
周
辺
整
備
調
査
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任﹇
　
ペ
ー
ジ
参
照
﹈

4

子
育
て
支
援
調
査
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任﹇
　
ペ
ー
ジ
参
照
﹈

4



❹

常任委員会
審査報告概要
平成１８年度一般会計補正予算の委員会審査の
概要は次のとおりです（予算額は３ページ参照）

総務常任委員会

審査報告概要

経済常任委員会

審査報告概要
文教厚生常任委員会

審査報告概要

建設常任委員会

審査報告概要 償
却
資
産
税
を
補
正

市
内
居
住
者
雇
用
の
働
き
か
け
を

特
別
委
員
会
委
員
を
選
任

耐
震
性
確
認

費
用
補
助
金

市
内
の
対
象
物
件
は

障
害
程
度
区
分

認
定
審
査
会

業
務
の
内
容
は

市議会だより 第１２８号　平成１８年８月１日

常任委員会
審査報告概要

市内で建設が続くマンション市内で建設が続くマンション

やまびこ山荘やまびこ山荘

日本下水道事業団　わが国の下水道事業を推進するため、地方公共団体の出資により業務運営を行う地方共同法人。下水道を整備するには、施設の建設や維持管
�理に関する専門的知識や技術が必要とされるため、人材が限られた地方公共団体に代わり施設の設計や工事に関する業務を行う機関。

　
　
　
　
税
務
課
　
歳
入
の
う
ち
、

　
　
　
　
市
税
に
つ
い
て
は
、
新
規

　
　
　
　
の
申
告
等
に
よ
り
、
固
定

　
　
　
　
資
産
税
の
償
却
資
産
に
つ

　
　
　
　
い
て
調
定
見
込
額
に
よ
り

　
　
　
　
補
正
さ
れ
た
固
定
資
産
税

　
　
　
　
１
億
２
０
０
０
万
円
が
計

　
　
　
　
上
さ
れ
て
お
り
、
市
税
総

額
は
１
０
０
億
９
８
０
０
万
１
千
円

と
な
り
ま
す
。

�

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
　
鳥
栖
・
三

�

　
　
　
　
養
基
地
区
障
害
程
度
区
分

　
　
　
　
認
定
審
査
会
に
要
す
る
経

　
　
　
　
費
及
び
障
害
程
度
区
分
認

　
　
　
　
定
調
査
経
費
が
計
上
さ
れ

　
　
　
　
て
い
ま
す
が
、
自
立
支
援

　
　
　
　
に
関
す
る
生
活
支
援
相
談

　
　
　
　
員
の
設
置
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
の
障
害
程
度
区
分

　
　
　
　
商
工
振
興
課
　
市
内
居
住

�

　
　
　
　
者
雇
用
の
取
り
組
み
、
障

�

　
　
　
　
害
者
の
雇
用
状
況
及
び
パ

�

　
　
　
　
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
契
約
社

�

　
　
　
　
員
等
の
社
会
保
険
加
入
状

�

　
　
　
　
況
等
、
企
業
立
地
奨
励
金

�

　
　
　
　
の
経
過
と
趣
旨
、
誘
致
企

�

　
　
　
　
業
の
地
元
雇
用
促
進
へ
の

�

理
解
と
担
当
課
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
な
お
、
進
出
企
業
へ
の
市
内
居
住

者
雇
用
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
、
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

�

農
林
課
　
と
り
ご
え
荘
、
や
ま
び
こ

山
荘
の
新
た
な
井
戸
の
掘
削
予
定
地

35

　
　
　
　
建
設
課
　
マ
ン
シ
ョ
ン
等

�

　
　
　
　
耐
震
性
確
認
費
用
補
助
金

�

　
　
　
　
と
し
て
　
万
円
が
補
正
さ

�

　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内
で

�

　
　
　
　
の
対
象
物
件
の
件
数
、
対

�

　
　
　
　
象
物
件
の
う
ち
耐
震
確
認

�

　
　
　
　
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
建
物

�

　
　
　
　
の
戸
数
、
対
象
物
件
が
昭

和
　
年
６
月
以
降
に
建
設
さ
れ
た
建

物
に
限
定
さ
れ
た
理
由
、
市
営
住
宅

等
の
耐
震
性
の
確
認
の
有
無
な
ど
に

つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
の
繰
越
事
業

の
繰
越
額
の
確
定
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

新
幹
線
対
策
課
　
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
、

新
鳥
栖
駅
で
の
長
崎
本
線
特
急
の
停

車
、
新
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お

56

17

け
る
地
元
関
係
者
及
び
関
係
機
関
と

の
調
整
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

や
掘
削
深
度
、
井
戸
水
の
需
要
量
調

査
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
ま
た
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
の
動
向
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

認
定
審
査
の
必
要
性
、
審
査
会
委
員

の
任
期
、
審
査
会
の
業
務
内
容
に
つ

い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

健
康
増
進
課
　
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
購
入
費
と
し
て
７

７
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
の
実
施
計
画
、
市

民
へ
の
啓
発
の
方
法
、
導
入
計
画
な

ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

教
育
委
員
会
事
務
局
　
パ
ン
ト
リ
ー

増
築
工
事
の
内
容
、
少
年
少
女
派
遣

研
修
事
業
の
内
容
、
地
域
再
生
等
担

い
手
育
成
支
援
事
業
貸
し
付
け
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　
鳥
栖
駅
・
新
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
調

査
特
別
委
員
会
及
び
子
育
て
支
援
調

査
特
別
委
員
会
の
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
、
以
下

年
齢
順
。
氏
名
の
下
は
会
派
名
》

◆
鳥
栖
駅･

新
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
調
査
特
別
委
員
会

��

◎
原
　
康
彦(

民
主
ク
ラ
ブ)

○
小
石
弘
和(

自
民
党
鳥
和
会)

　
黒
田
　
攻(

政
友
会)

　
酒
井
靖
夫(

自
民
党
鳥
和
会)

�

　
三
栖
一
　(

日
本
共
産
党
議
員
団)

��

　
永
渕
一
郎(

新
世
紀
ク
ラ
ブ)

�

　
野
田
ヨ
シ
エ(

社
会
民
主
党
議
員
団)

�

　
森
山
　
林(

自
民
党
鳥
和
会)

�

　
齊
藤
正
治(

自
民
党
鳥
和
会)

�

　
国
松
敏
昭(

公
明
党)

�

　
中
村
直
人(

社
会
民
主
党
議
員
団)

��

　
松
隈
清
之(

自
民
党
鳥
和
会)

�

◆
子
育
て
支
援
調
査
特
別
委
員
会

�

◎
太
田
幸
一(

公
明
党)

�

○
向
門
慶
人(

自
民
党
鳥
和
会)

�

　
簔
原
　
宏(

社
会
民
主
党
議
員
団)

�

　
光
安
一
磨(

政
友
会)

�

　
平
川
忠
　(

日
本
共
産
党
議
員
団)

�

　
佐
藤
忠
克(

自
民
党
鳥
和
会)

�

　
内
川
　
則(

社
会
民
主
党
議
員
団)

�

　
尼
寺
省
悟(

日
本
共
産
党
議
員
団)

�

　
田
中
洋
子(

コ
ス
モ
ス
会)

�

　
古
賀
和
仁(

自
民
党
鳥
和
会)

�

　
大
坪
　
樹(

自
民
党
鳥
和
会)

�

　
中
村
圭
一(

自
民
党
鳥
和
会)
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住
み
よ
い
都
市

ラ
ン
キ
ン
グ

実
感
で
き
る
政
策
を

税
制
改
革
増
収
は
市
民
に
還
元
す
べ
き

こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備
は

自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

総
合
情
報
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

６月定例会では、１５人が一般質問を行いました。
（掲載は、発言順ではなく内容別となっています）

一般質問一般質問
市議会だより 第１２８号　平成１８年８月１日

原
　
康
彦
議
員
　
本
市
は
住
み
よ
い

都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国
７
位
と
な

っ
た
。
便
利
で
働
き
や
す
く
、
人
口

も
増
え
て
い
る
。
こ
の
評
価
を
実
感

で
き
る
特
化
し
た
政
策
が
必
要
だ
。

特
に
、
団
塊
の
世
代
層
の
能
力
を
活

か
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
支

援
、
保
育
所
及
び
な
か
よ
し
会
の
充

実
等
、
若
い
世
代
へ
の
子
育
て
支
援

を
さ
ら
に
推
進
で
き
な
い
か
。

�

■
子
育
て
環
境
を
良
く
す
る
施
策
を
推
進

答
弁
　
市
民
協
働
を
推
進
す
る
上
で

の
原
動
力
の
一
つ
と
し
て
団
塊
の
世

代
層
の
持
つ
技
術
力
や
知
識
の
活
用

が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
最

佐
藤
忠
克
議
員
　
地
方
分
権
の
時
代

が
進
展
す
る
中
に
あ
っ
て
「
地
方
行

政
の
あ
り
方
及
び
行
政
運
営
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
」
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
行
政
、
議
会
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
自

治
基
本
条
例
の
制
定
は
緊
急
の
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
執
行
部
に
条

例
制
定
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

�

■
他
市
を
調
査
、
研
究
の
上
判
断
す
る

�

答
弁
　
市
民
協
働
の
推
進
は
行
政
の

み
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民

や
地
域
を
含
め
た
市
民
活
動
団
体
等

鳥栖地区県立中学校　佐賀県東部地区への併設型中高一貫教育の導入に伴い、県立鳥栖高校に併設して、平成１９年度に新たに県立中学校が開校することとなっ
�た。中学校の名称は「香楠中学校」。学校規模は、中学校が１学年３学級（１２０人）、高校が１学年６学級（２４０人）とされている。

そ
れ
以
降
鳥
栖
管
内
の
作
業
に
入
る

と
い
う
こ
と
で
、
着
工
に
向
け
た
具

体
的
作
業
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

�

　
積
み
残
し
の
改
修
は
、
財
政
的
に

も
詰
め
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
際

限
な
く
修
繕
は
あ
る
。
し
か
し
市
道

の
整
備
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
ま
で
つ
く
っ
て
き
た
道

路
の
質
的
な
向
上
、
緊
急
車
両
が
通

る
道
幅
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
、
今

年
度
予
算
に
も
計
上
し
た
。

�

　
具
体
的
な
進
め
方
は
、
現
在
の
残

事
業
を
含
め
、
市
道
全
体
の
整
備
、

補
修
計
画
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

大
限
に
引
き
出
す
環
境
づ
く
り
や
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
、
育
成
が
今
後

の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

�

　
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
等
が
社
会

貢
献
活
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し

て
確
立
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
と
い
う
視
点
で
、
新
た
に
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
提

供
が
必
要
で
、
今
後
推
進
施
策
の
検

討
の
必
要
が
あ
る
。

�

　
鳥
栖
は
働
く
職
場
が
あ
り
、
働
く

世
代
が
多
く
住
み
、
そ
れ
に
伴
う
子

育
て
世
代
が
多
い
環
境
な
の
で
、
子

育
て
の
環
境
を
よ
く
す
る
重
点
的
な

施
策
を
推
進
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
保
育
、
小
中

学
校
の
学
生
児
童
を
体
系
的
に
今
後

考
え
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
実
行
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
基
本

条
例
の
制
定
は
、
他
の
自
治
体
も
調

査
、
研
究
を
し
た
上
で
判
断
し
た
い
。

�

　
基
本
的
な
自
治
の
条
例
は
行
政
を

進
め
て
い
く
上
で
の
柱
に
な
る
と
思

う
の
で
、
今
後
、
市
内
の
有
識
者
等

を
含
め
て
、
検
討
会
の
設
置
等
を
し

て
、
幅
広
い
意
見
を
賜
っ
て
具
体
的

に
作
業
を
進
め
た
い
。

尼
寺
省
悟
議
員
　
公
的
年
金
等
控
除

の
縮
小
、
定
率
減
税
の
全
廃
等
の
税

制
「
改
革
」
に
よ
っ
て
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
大
増
税

に
な
る
。
さ
ら
に
国
保
税
や
介
護
保

険
も
こ
の
影
響
を
受
け
、
二
重
三
重

の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
一
方
、
市

は
こ
の
影
響
で
　
年
度
以
降
毎
年
４

億
円
以
上
の
増
収
が
続
く
。
市
民
に

国
保
や
介
護
の
負
担
軽
減
の
還
元
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
。

�

■
国
の
指
導
等
に
沿
っ
た
対
応
を
図
る

答
弁
　
一
連
の
税
制
改
正
で
市
民
の

負
担
は
増
加
し
て
い
る
が
、
介
護
保

険
は
、
激
変
緩
和
措
置
な
ど
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
国
の
指
導
及
び

現
行
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

�

　
ま
た
、
一
般
会
計
に
お
け
る
市
税

増
収
分
は
、
地
方
交
付
税
の
減
額
で

相
殺
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
依
然
と

し
て
財
政
状
況
は
厳
し
い
。
一
般
会

19

計
も
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
国

保
財
政
も
同
様
で
、
平
成
　
年
度
か

ら
事
務
費
分
の
全
額
繰
出
し
の
ほ
か
、

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
や
子
育

て
支
援
、
健
康
の
た
め
の
各
種
事
業

な
ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
得

る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。 17

内
川
　
則
議
員
　
３
号
線
等
の
国
県

道
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
生
活
道

路
と
通
学
路
等
、
ど
の
よ
う
な
改
善

が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
早
急
に

改
善
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
所
の
計

画
、
さ
ら
に
は
積
み
残
し
の
改
修
箇

所
の
整
理
は
で
き
な
い
か
。

�

■
市
道
全
体
の
整
備
補
修
計
画
を
検
討

�

答
弁
　
国
道
３
号
線
の
問
題
は
、
昭

和
　
年
か
ら
陳
情
を
重
ね
て
今
日
に

至
る
が
、
具
体
的
に
進
ん
で
い
な
い
。

平
成
　
年
度
に
基
山
工
区
が
終
わ
り
、

40
19

野
田
ヨ
シ
エ
議
員
　
昨
年
春
の
福
岡

沖
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
、

防
犯
に
携
帯
メ
ー
ル
の
活
用
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
さ
ら
に
犯
罪
か
ら

子
供
た
ち
を
守
る
立
場
か
ら
、
鳥
栖

市
情
報
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
鳥
栖
市
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

�

■
県
の
事
業
を
活
用
し
て
情
報
配
信

答
弁
　
市
民
へ
の
安
全
安
心
情
報
メ

ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
は
、
佐
賀
県
で

平
成
　
年
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
防

災
・
安
全
・
安
心
情
報
発
信
事
業
を

活
用
し
て
、
市
民
に
防
災
や
防
犯
に

関
す
る
各
種
情
報
を
よ
り
早
く
、
か

つ
正
確
に
配
信
す
る
方
向
で
整
理
を

し
て
い
る
。

�

　
鳥
栖
市
が
発
信
元
に
な
る
メ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
は
、
当
面
佐
賀
県
の
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
し
て
、

そ
の
後
、
鳥
栖
地
域
の
情
報
配
信
の

利
用
者
が
ど
の
程
度
い
る
の
か
、
配

信
予
定
の
情
報
以
外
に
希
望
さ
れ
る

情
報
は
な
い
か
等
、
県
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
な
ど
検
証
し
た
い
。

18



❻

子
育
て

支
援
策
格
差
是
正
に
独
自
の
取
り
組
み
を

乳
幼
児

医
療
費

鳥
栖
市
独
自
で
無
料
化
を

乳
幼
児
・
母
子
家
庭

重
度
心
身
障
害
者
の

医
療
費
助
成
措
置
を

主
要
幹
線
道
路
の
整
備
と
取
り
組
み
は

子
供
を
見
守
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を

市議会だより 第１２８号　平成１８年８月１日

渋滞する国道３４号線渋滞する国道３４号線

太
田
幸
一
議
員
　
少
子
化
対
策
と
し

て
、
ま
ず
、
子
育
て
と
仕
事
を
両
立

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
考
え

る
。
特
に
非
正
規
労
働
者
の
増
大
と

格
差
の
是
正
に
つ
い
て
本
市
独
自
の

支
援
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

■
本
市
独
自
の
取
り
組
み
は
厳
し
い

答
弁
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
パ

ー
ト
労
働
者
に
対
し
て
は
、
出
産
手

当
金
や
育
児
休
業
基
本
給
付
金
、
育

児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金
な
ど
の

支
給
制
度
は
な
い
状
況
だ
。
こ
れ
ら

を
パ
ー
ト
労
働
者
等
ま
で
拡
大
す
る

こ
と
は
、
制
度
上
の
問
題
や
財
源
な

ど
非
常
に
幅
広
く
、
全
国
的
規
模
で

取
り
組
む
べ
き
も
の
で
、
本
市
独
自

で
の
取
り
組
み
は
厳
し
い
。

�

　
本
市
で
は
、
幸
い
特
殊
出
生
率
は

横
ば
い
で
、
他
の
市
町
村
に
比
べ
い

い
状
況
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
今
後
子
育
て
の
環
境
整

備
を
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
。

齊
藤
正
治
議
員
　
県
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
に
つ

い
て
県
の
助
成
が
な
く
な
る
が
、
現

在
本
市
に
お
い
て
は
、
独
自
で
医
療

費
が
助
成
さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で
ど

お
り
子
育
て
支
援
、
障
害
者
支
援
の

立
場
か
ら
、
ぜ
ひ
本
市
独
自
の
施
策

と
し
て
、
今
後
と
も
助
成
措
置
の
検

討
を
お
願
い
す
る
。

�
■
子
育
て
の
観
点
か
ら
取
り
組
み
た
い

答
弁
　
御
指
摘
の
よ
う
に
、
基
本
的

に
鳥
栖
市
の
中
で
は
子
育
て
支
援
は

黒
田
　
攻
議
員
　
子
供
一
一
〇
番
、

防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の

活
用
等
、
広
域
的
な
子
供
を
見
守
る

シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

�

■
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る

答
弁
　
教
育
委
員
会
で
は
、
声
か
け

事
案
や
変
質
者
の
情
報
が
入
れ
ば
、

市
内
の
学
校
、
防
犯
協
会
、
関
係
課

に
連
絡
し
、
情
報
共
有
化
を
図
っ
て

い
る
ほ
か
、
県
内
他
市
町
や
小
郡
市

と
も
情
報
交
換
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
る
。
さ
ら
に
市
内
の
幼
稚
園
、
保

一般質問その他の項目�　民間経験者及び女性の採用、国民健康保険制度、マンション周辺の環境整備、通学路の安全対策、老朽化した市営住宅の対応、乗
�合タクシー創設、花壇コンクール、障害者自立支援法への対応、子どものための公募債、子どもの健全育成対策、教育基本法への考え

国
松
敏
昭
議
員
　
主
要
幹
線
道
路
の

整
備
推
進
に
大
事
な
こ
と
は
、
国
県

へ
の
路
線
確
定
へ
の
働
き
か
け
と
予

算
獲
得
へ
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
う
。

さ
ら
に
今
後
、
行
政
、
議
会
そ
し
て

住
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
と
思
う
。
そ

こ
で
市
内
の
主
要
幹
線
道
路
の
整
備

計
画
の
内
容
と
、
今
後
の
事
業
の
取

り
組
み
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

�

■
早
期
整
備
を
強
く
要
望
し
て
い
る

答
弁
　
国
道
３
号
は
、
基
山
拡
幅
が

平
成
　
年
度
に
事
業
完
了
の
予
定
で
、

そ
れ
に
引
き
続
き
鳥
栖
市
区
間
の
道

路
改
良
事
業
に
着
手
し
て
い
た
だ
く

よ
う
国
に
対
し
て
強
く
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
国
で
姫
方
交
差
点

か
ら
久
留
米
市
ま
で
の
間
の
ル
ー
ト

の
検
討
や
、
環
境
調
査
並
び
に
関
係

機
関
等
と
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

19

　
ま
た
国
道
　
号
及
び
佐
賀
川
久
保

鳥
栖
線
、
久
留
米
基
山
筑
紫
野
線
は
、

佐
賀
県
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０

０
５
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
渋
滞
交
差
点
の
改
善
を
図
る
こ
と

が
、
早
期
整
備
効
果
の
発
現
、
円
滑

な
都
市
交
通
確
保
の
観
点
か
ら
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
各
道
路
管

理
者
に
対
し
早
期
整
備
の
要
望
を
図

っ
て
い
る
。

34

　
子
育
て
に
つ
い
て
企
業
と
一
体
と

な
っ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
企
業
と
の
間
に

い
ろ
ん
な
協
議
を
し
、
よ
り
よ
い
子

育
て
環
境
に
努
力
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
。

三
栖
一
　
議
員
　
県
内
　
市
町
中
、

就
学
前
ま
で
無
料
に
な
っ
て
い
る
の

は
５
市
５
町
で
、
４
割
を
超
え
て
い

る
。
ま
た
全
国
　
都
道
府
県
中
、
３

歳
未
満
児
ま
で
し
か
無
料
に
し
て
い

な
い
の
は
佐
賀
県
を
含
め
３
県
だ
け
。

「
就
学
前
ま
で
無
料
化
」
を
国
や
県

の
制
度
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と

も
に
、
鳥
栖
市
独
自
で
で
も
無
料
に

す
る
べ
き
だ
。

�

■
国
の
政
策
を
見
極
め
総
合
的
に
検
討

答
弁
　
本
市
と
し
て
は
、
従
来
の
対

策
の
み
で
は
少
子
化
の
流
れ
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
深

刻
に
受
け
と
め
、
国
の
新
し
い
少
子

化
対
策
の
総
合
的
な
政
策
や
施
策
を

見
極
め
な
が
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
を
含
め
た
少
子
化
対
策
や
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
、
財
政
面
、
意

義
等
も
含
め
、
よ
り
効
果
の
上
が
る

施
策
と
し
て
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

�

　
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
は
重

要
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
骨
太
方

針
２
０
０
６
に
は
乳
幼
児
向
け
児
童

手
当
の
増
額
等
も
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
新
た

23
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な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
上
で
は
財

源
を
含
め
十
分
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
と
警
察
、

防
犯
協
会
、
こ
ど
も
育
成
課
、
教
育

委
員
会
で
犯
罪
被
害
防
止
対
策
会
議

を
組
織
し
、
研
修
や
情
報
交
換
を
行

っ
て
い
る
。

�

　
各
学
校
で
も
、
保
護
者
の
下
校
中

の
立
ち
番
や
地
域
の
方
に
見
回
り
を

依
頼
し
て
い
る
ほ
か
、
鳥
栖
小
で
の

子
ど
も
見
守
り
隊
や
若
葉
小
の
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
を
他
の
学
校
で
も
取
り

入
れ
る
検
討
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

�

　
将
来
、
子
ど
も
見
守
り
隊
や
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
が
ど
の
学
校
に
も
で
き

れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
組
織
同
士
の
情

報
交
換
の
場
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
、
基
本
的
な
施
策
の
推
進

に
考
え
て
い
る
。

�

　
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
少
子
化

対
策
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
及
び
母
子
家

庭
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
従

来
県
が
負
担
し
て
き
た
分
も
含
め
て

基
本
的
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
、
事
務
的
に
も
そ
う
い
う

方
向
で
今
後
詰
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
乳
幼
児
、
母
子
家
庭
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
と
い

う
観
点
か
ら
も
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
。

�

　
な
お
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
円
の
自
己

負
担
を
含
め
て
、
９
月
を
め
ど
に
今

後
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。



❼

障
害
者
控
除

証
明
書
発
行
個
別
通
知
を
検
討
す
べ
き
で
は

道
徳
教
育

視
点
と
取
り
組
み
は

鳥
栖
流
通
業
務
団
地
に
つ
い
て

フ
ッ
素

洗
　
口

申
込
み
の
説
明
は
し
て
い
る
の
か

市議会だより 第１２８号　平成１８年８月１日

ウ
ム
試
薬
を
使
用
し
て
、
む
し
歯
予

防
と
い
う
こ
と
で
強
制
で
は
な
く
、

フ
ッ
素
洗
口
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

希
望
す
る
場
合
に
は
「
申
込
書
」
に

印
鑑
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
慎
重
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

毎
年
度
の
説
明
申
し
込
み
方
法
は
き

ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
る
か
。

�

■
理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
申
し
込
み
し
て
も
ら
う

答
弁
　
小
学
校
で
は
、
鳥
栖
市
児

童
・
生
徒
う
蝕
予
防
事
業
実
施
要
領

に
従
い
、
校
長
が
フ
ッ
素
洗
口
に
つ

い
て
保
護
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に

説
明
会
を
開
催
す
る
も
の
と
し
、
資

料
の
配
布
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
確

保
す
る
な
ど
十
分
な
情
報
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
保
護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
た

後
に
、
各
保
護
者
に
対
し
て
フ
ッ
素

洗
口
を
希
望
す
る
か
否
か
を
確
認
し

て
い
る
。

�

　
幼
稚
園
、
保
育
園
に
お
い
て
は
、

毎
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
説
明

会
を
実
施
し
て
い
る
。
説
明
会
で
は

歯
科
医
か
ら
フ
ッ
素
の
効
果
と
安
全

性
の
説
明
を
し
、
質
疑
応
答
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
場
で
質
問
が
上
が
ら

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
園
医
の
歯
科

医
や
担
当
課
に
保
護
者
か
ら
連
絡
い

た
だ
い
て
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
フ
ッ
素
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

�

　
申
し
込
み
は
強
制
で
は
な
く
希
望

制
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
申
込
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

�

敬
の
念
を
生
活
の
中
に
生
か
し
、
豊

か
な
心
を
持
ち
、
個
性
豊
か
な
文
化

の
創
造
と
民
主
的
な
社
会
及
び
国
家

の
発
展
に
努
め
、
進
ん
で
平
和
的
な

国
際
社
会
に
貢
献
し
、
未
来
を
開
く

主
体
性
の
あ
る
日
本
人
を
育
成
す
る

た
め
、
そ
の
基
盤
と
し
て
の
道
徳
性

を
養
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

�

　
学
校
で
は
道
徳
の
時
間
だ
け
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
学
校
教
育
の
機
会
に

お
い
て
指
導
し
て
い
る
。
道
徳
性
を

養
う
だ
け
で
な
く
、
心
豊
か
な
児

童
・
生
徒
育
成
の
た
め
、
朝
の
読
書

や
自
然
と
の
触
れ
合
い
、
人
と
の
交

流
等
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
重
視

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

一般質問その他の項目�　学校給食問題、学童保育問題、生涯学習の推進、博物館・資料館、鳥栖地区県立中学校への対応、教員の資質向上、ビオトープの必
�要性、食育、市民農園の拡大、ポジティブリスト制度導入への対応

控
除
の
対
象
と
一
律
に
判
断
す
る
こ

と
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

�

　
介
護
認
定
者
の
介
護
度
を
基
準
と

す
る
障
害
者
控
除
対
象
認
定
に
つ
い

て
は
、
県
内
の
市
で
も
明
確
な
基
準

を
設
け
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

今
後
、
国
、
県
の
見
解
等
を
踏
ま
え
、

他
市
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

�

　
な
お
、
現
行
の
制
度
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
市
報
等
へ
掲
載
等
で
周
知

の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

平
川
忠
　
議
員
　
山
梨
県
の
甲
府
市

で
は
、
要
介
護
認
定
者
へ
の
障
害
者

控
除
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
、
対

象
と
な
る
市
民
へ
の
個
別
通
知
の
検

討
な
ど
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
制
度

の
利
用
を
広
げ
て
い
る
。
鳥
栖
市
で

は
医
者
の
証
明
を
付
け
て
申
請
し
な

い
と
証
明
書
の
発
行
を
し
な
い
と
い

う
が
、
甲
府
市
の
よ
う
に
個
別
通
知

な
ど
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

■
市
報
等
へ
の
掲
載
で
周
知
を
図
る

答
弁
　
現
在
、
介
護
認
定
基
準
と
障

害
認
定
基
準
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

介
護
認
定
の
結
果
を
も
っ
て
障
害
者

田
中
洋
子
議
員
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
に
お
い
て
、
フ
ッ
化
ナ
ト
リ

●
団
地
内
の
緑
化
推
進
を
す
べ
き

�

大
坪
　
樹
議
員
　
よ
う
や
く
姿
が
見

え
て
き
た
流
通
団
地
だ
が
、
周
辺
は

小
中
学
校
、
保
育
園
等
の
通
学
路
が

危
険
に
な
り
、
排
気
ガ
ス
な
ど
で
環

境
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
分
譲
の

段
階
で
緑
地
帯
を
設
置
し
団
地
全
体

の
緑
化
を
推
進
す
べ
し
と
考
え
る
が
、

本
市
と
し
て
の
考
え
を
問
う
。

■
県
に
要
望
し
な
が
ら
取
り
組
む

答
弁
　
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
鳥
栖
流
通
業
務
団
地
は
、
本
年
４

月
に
緑
化
公
園
の
整
備
等
に
配
慮
し

た
団
地
で
あ
る
こ
と
を
企
業
等
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
、
「
グ
リ
ー

ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
パ
ー
ク
鳥

栖
」
と
新
た

�

に
名
称
が
決

�

定
さ
れ
た
と

�

こ
ろ
だ
。

�

　
佐
賀
県
で
は
、
進
出
さ
れ
る
企
業

の
御
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
道

路
に
面
し
た
宅
地
内
に
樹
木
を
植
栽

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
並
木
づ
く
り

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
緑
化
義
務
が

な
い
流
通
関
連
業
種
に
対
し
、
緑
の

多
い
流
通
業
務
団
地
へ
と
誘
導
し
て

い
く
た
め
、
今
後
と
も
団
地
内
の
緑

化
推
進
に
つ
い
て
県
に
強
く
要
望
し

な
が
ら
、
緑
の
多
い
環
境
に
優
し
い

団
地
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

え
１
年
前
倒
し
で
分
譲
開
始
さ
れ
た

が
そ
の
結
果
は
。
工
事
も
後
半
と
な

り
総
工
事
費
と
鳥
栖
市
の
負
担
は
。

完
成
後
の
収
支
見
込
み
を
尋
ね
る
。

�

　
新
工
場
団
地
の
計
画
に
つ
い
て
、

　
年
９
月
の
一
般
質
問
で
市
は
計

画
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。
３
月
県
議

会
の
答
弁
で
「
新
産
業
集
積
エ
リ
ア

の
整
備
事
業
は
、鳥
栖
市
を
選
ん
だ
」

本
年
度
着
手
、
と
の
報
道
が
あ
っ
た

が
ど
の
よ
う
な
状
況
か
尋
ね
る
。

�

■
４
企
業
か
ら
５
区
画
の
申
し
込
み

答
弁
　
企
業
の
申
し
込
み
状
況
は
、

平
成
　
年
４
月
分
譲
に
向
け
た
第
１

回
の
予
約
分
譲
の
公
募
が
行
わ
れ
、

公
募
面
積
の
約
　
％
、
　ヘ
ク
タ
ー
ル

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
４
企
業
か

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
５
区
画
の

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
が

�

あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

�

　
本
市
の
工
事
負
担
額
概
算
は
、
合

計
約
９
億
２
千
万
円
だ
が
、
国
、
県

か
ら
の
補
助
等
が
約
６
億
円
程
度
見

込
ま
れ
る
た
め
、
実
質
負
担
額
は
約

３
億
２
千
万
円
に
な
る
見
込
み
だ
。

�

　
固
定
資
産
等
の
収
入
は
、
推
計
で

１
億
８
０
０
万
円
程
度
の
見
込
み
だ
。

�

　
新
工
場
団
地
は
、
県
で
候
補
地
の

選
定
作
業
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
鳥

栖
市
内
の
候
補
地
が
決
定
さ
れ
た
。

場
所
は
、
現
在
、
県
、
市
で
事
業
手

法
等
含
め
、
関
係
各
課
と
調
整
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
工
事
の
着
手
時

期
、
雇
用
見
込
み
に
つ
い
て
も
調
整

が
整
い
次
第
明
確
に
し
た
い
。

17

19

65

12

●
１
年
前
倒
し
の
分
譲
の
結
果
は

酒
井
靖
夫
議
員
　
鳥
栖
流
通
業
務
団

地
に
つ
い
て
、
県
は
企
業
の
流
通
業

務
団
地
の
早
期
操
業
の
要
望
に
こ
た

向
門
慶
人
議
員
　
教
育
の
荒
廃
が
叫

ば
れ
、
凶
悪
な
少
年
事
件
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
学
級
崩
壊
、
若
者
の
モ
ラ

ル
の
欠
落
が
指
摘
さ
れ
、
偏
っ
た
個

人
主
義
、
個
人
偏
中
と
悪
平
等
主
義

が
子
供
の
身
勝
手
と
い
う
ゆ
が
み
を

生
み
、
そ
う
い
う
若
者
が
増
え
た
。

そ
こ
で
道
徳
教
育
、
心
の
教
育
の
視

点
に
つ
い
て
、
ま
た
本
市
の
考
え
方

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

■
体
験
活
動
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

答
弁
　
道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
人

間
尊
重
の
精
神
と
生
命
に
対
す
る
畏



　
　
　
　
今
議
会
の
一
般
質
問
か
ら
、

�

　
　
　
従
来
の
「
総
括
質
問
方
式
」

�

　
　
　
に
加
え
、
「
一
問
一
答
方
式
」

�

　
　
　
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る

�

　
　
　
よ
う
に
な
っ
た
▼
一
問
一
答

�

　
　
　
方
式
の
た
め
の
質
問
席
や
、

残
り
の
持
ち
時
間
を
表
示
す
る
残
時

間
表
示
盤
が
設
置
さ
れ
、
一
般
質
問

が
ス
タ
ー
ト
し
た
▼
改
選
前
の
議
会

問
題
検
討
調
査
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
て
の
一
問
一
答
方
式
の
導
入
は
、

課
題
も
残
さ
れ
た
が
概
ね
順
調
に
進

ん
だ
と
思
う
。
近
隣
の
議
会
か
ら
の

傍
聴
者
も
あ
っ
た
▼
議
員
自
ら
研
鑚

を
重
ね
、
「
住
み
た
い
鳥
栖
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
、
さ
ら
に
邁
進
し
て
い

く
た
め
の
努
力
の
新
た
な
第
一
歩
が

始
ま
っ
た
。
　
　
　
（
野
田
ヨ
シ
エ
）

❽
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編集後記

陳　　　情陳　　　情 意見書・決議意見書・決議意見書・決議
■「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める意見書

�　税源移譲策としての義務教育費国庫負担金一般財源化

は、地方分権確立よりも財政状況の差を教育の面におい

て顕在化させることを惹起しかねない。各地方自治体が

独自の教育施策を実践している今日、制度の廃止は保護

者・地域住民の望みに逆行すると共に憲法が保障する「教

育の機会均等・水準の維持向上」を阻害する要因となる

ものである。よって、本議会は政府に対し「義務教育費

国庫負担制度」の本来の趣旨に則り、本制度の堅持およ

び義務教育費に係る財源確保を強く要請する。

�　内閣総理・財務・総務・文部科学の各大臣に提出

�

�■アメリカ産牛肉の輸入再開に慎重な対応を求める意見書

�　輸入されたアメリカ産牛肉から危険な部位の脊柱がみ

つかり輸入が再び禁止されている。アメリカ政府が日本

と同等の安全対策を実施しない限り、牛肉の輸入再開に

は慎重な対応をとる必要がある。よって、政府において

は、①アメリカ・カナダ産の牛肉等は、日本で実施され

ているＢＳＥ対策の「全頭検査」「トレーサビリティ」

「全頭からのＳＲＭの除去」「肉骨粉の禁止」を基準に評

価する、②輸入時の検査体制を強化し最大限の検査を行

う、③消費者の選択権を確保し食の安全を実現するため

牛肉を使用した外食、中食、加工品等すべてに原料原産

地表示を義務化することについて実現されるよう求める。

�　衆・参議院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣に提出

�

�■第３１回オリンピック競技大会の福岡招致に関する決議

�　九州は長い歴史の中でアジアをはじめ、世界との交流

窓口として日本の歴史を切り開いてきた。福岡において

オリンピックを開催することは、九州各地で取り組ま

れている国際交流の輪を一層強化するとともに次世代を

担う子どもたちに夢と希望を与えるものであり、また、

環境や自然に対する意識のさらなる醸成など、地域の発

展に大きく寄与するものである。地方の時代を迎えた今

日、オリンピック招致の実現は、地方の個性を伸ばし多

様な国土形成に寄与するとともに国際社会における九州

の認知度を飛躍的に向上させ、九州一体となった発展に

大きな意義を有するものである。よって、鳥栖市議会は、

「九州はひとつ」の理念のもと、福岡市と連帯のうえ、

２０１６年第３１回オリンピック競技大会の福岡開催実

現に向けて、支援することをここに表明する。

■在来線鳥栖駅及び九州新幹線鳥栖駅の周辺整備に
�　関わる特別委員会の設置についての要望書
�　　　　　　　　鳥栖商工会議所　会頭　大島英二
�　[鳥栖駅周辺整備及び新鳥栖駅周辺整備に関する
�　特別委員会設置を要望]
�■ＷＴＯ農業交渉に関する要請書
�　　　　　　さが東部農業協同組合
�　　　　　　　　　　　代表理事組合長　山津孝介
�　　　　　　佐賀東部農政協議会　会長　山津孝介
�　[小規模家族農業者で展開されているアジア地域
�　の農業が持続的に発展できるよう３項目を要請]

表　　　彰表　　　彰
■旭日双光章（４月２９日付）

�　　地方自治功労

�　　　西依　廣（元議員）

■全国市議会議長会表彰（５月２４日付）

�　　議員在職２５年以上

�　　　園田泰郎（元議員）

�　　議員在職２０年以上

�　　　平川忠　議員、野田ヨシエ議員

�　　　姉川清之（元議員）、岡　恒美（元議員）

－４月－
�１７日　市議会だより編集委員会

�　　　　議会改革活性化検討委員会

�－５月－
�　９日～１１日　

�　　　　建設常任委員会行政視察（仙台市、石巻市）

�　　　　経済常任委員会行政視察（小千谷市、佐渡市）

�２２日～２４日　

�　　　　議会運営委員会行政視察（南砺市、多治見市）

�２９日　議会運営委員会

�－６月－
�　５日～2１日　６月定例会

�２１日　鳥栖駅・新鳥栖駅周辺整備調査

�　　　　　　　　　　　　　　　特別委員会

�　　　　子育て支援調査特別委員会

�　　　　市議会だより編集委員会

�２６日　議会改革活性化検討委員会

�※議会への視察来庁（４月～６月）

�　６市町議会（高砂市・川辺町・加須市・

�　天童市・八潮市・名取市）　４５人

－４月－
�１７日　市議会だより編集委員会

�　　　　議会改革活性化検討委員会

�－５月－
�　９日～１１日　

�　　　　建設常任委員会行政視察（仙台市、石巻市）

�　　　　経済常任委員会行政視察（小千谷市、佐渡市）

�２２日～２４日　

�　　　　議会運営委員会行政視察（南砺市、多治見市）

�２９日　議会運営委員会

�－６月－
�　５日～2１日　６月定例会

�２１日　鳥栖駅・新鳥栖駅周辺整備調査

�　　　　　　　　　　　　　　　特別委員会

�　　　　子育て支援調査特別委員会

�　　　　市議会だより編集委員会

�２６日　議会改革活性化検討委員会

�※議会への視察来庁（４月～６月）
�　６市町議会（高砂市・川辺町・加須市・

�　天童市・八潮市・名取市）　４５人

鳥栖市議会の最新情報をお届けする、ホームページも是非ご覧下さい。（http://ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｔｏｓｕ.ｌｇ.ｊｐ／ｇｉｋａｉ／）
本会議は自由に傍聴できます。次の定例会は９月上旬から開会の予定です。詳しくは議会事務局へ（ＴＥＬ８５ー３５２５　Eメール ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｓｕ．ｌｇ．ｊｐ）
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